
都
迷
惑
防
止
条
例
違
反
で

逮
捕
さ
れ
た
ほ
か
、
組
員
ら

が
御
輿
の
上
に
よ
じ
登
っ
て

騒
ぎ
を
起
こ
す
行
為
が
問
題

と
な
り
、
二
〇
〇
八
年
に
は

本
社
神
輿
の
担
ぎ
出
し
が
中

止
に
な
っ
た
。
不
安
を
訴
え

る
一
般
客
も
多
く
、
二
〇
一

二
年
、
都
暴
力
団
排
除
条
例

が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
主
催
者
側
は
暴
力
団
組

員
ら
に
組
織
名
の
入
っ
た
半

纏
を
着
用
さ
せ
な
い
よ
う
要

請
す
る
な
ど
の
対
策
に
乗
り

出
し
て
い
る
。二
〇
一
五
年
、

暴
力
団
を
排
除
す
る
観
点

上
の
理
由
に
よ
り
、
担
ぎ
手

は
刺
青
禁
止
の
ル
ー
ル
を
設

け
た
。 

 
 

正
式
名
称
は
「
浅
草
神
社

例
大
祭
」
。
奉
納
さ
れ
る
田

楽
「
び
ん
ざ
さ
ら
舞
」
（
田

楽
と
は
田
植
行
事
を
芸
能
化

し
た
も
の
で
、
五
穀
豊
穣
を

祈
願
し
て
行
わ
れ
る
舞
で
す
）

は
古
式
に
則
っ
た
も
の
と
し

て
有
名
、
（
室
町
時
代
頃
と

言
わ
れ
る
）
。
浅
草
神
社
は

明
治
時
代
に
入
る
ま
で
は
浅

草
寺
と
一
体
で
あ
り
、
こ
の

時
代
に
は
浅
草
寺
の
祭
り
と

し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
。
神

仏
分
離
に
よ
っ
て
浅
草
寺
と

分
離
し
て
か
ら
は
浅
草
神
社

単
体
で
の
祭
り
と
な
り
発
展

し
た
が
、
こ
れ
は
明
治
に
入

っ
て
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
を
表
す
か
の
よ

う
に
、
江
戸
時
代
か
ら
の
江

戸
の
大
き
な
祭
り
を
謳
っ
た

狂
歌
「
神
輿
深
川
（
深
川
祭
）
、

山
車
神
田
（
神
田
祭
）
、
だ 

 
葵
友
の
会 広

報
コ
ー
ナ
ー 

 

日
本
の
祭
り 

「三
社
祭
り
」 

 
 
 

世
界
遺
産
め
ぐ
り
最
終
章
（
文
化
遺
産
） 

   
（
文
化
遺
産
） 

  
 

 

介
さ
れ
た
。
「
温
か
く
心
の

こ
も
っ
た
お
言
葉
」
を
か
け

ら
れ
た
が
「
心
の
内
に
大
切

に
と
ど
め
て
お
き
た
い
」
と

内
容
は
明
か
さ
れ
な
か
っ
た
。 

記
者
会
見
で
は
、
交
際
の
経

緯
な
ど
が
明
か
さ
れ
た
。 

二
人
が
親
し
く
な
っ
た
の

は
２
０
１
２
年
、
国
際
基
督

教
大
の
留
学
予
定
の
説
明
会

で
同
席
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
だ
っ
た
。
１
３
年
１
２
月
、 

都
内
で
食
事
し
た
後
、
小
室

さ
ん
の
「
将
来
結
婚
し
ま
し

ょ
う
」
と
い
う
プ
ロ
ポ
ー
ズ

を
真
子
さ
ま
は
そ
の
場
で
受

け
ら
れ
た
。
真
子
さ
ま
は
「
太

陽
の
よ
う
な
明
る
い
笑
顔
、

強
い
意
志
」
、
小
室
さ
ん
は

「
愛
情
深
く
、
確
た
る
信
念
」

に
ひ
か
れ
た
。
「
笑
顔
あ
ふ 

れ
る
家
庭
」
「
自
然
体
で
和 

「
納
采
の
儀
」 

秋
篠
宮
家
の
長
女
、
真
子

さ
ま
と
、
大
学
時
代
の
同
級
生

で
法
律
事
務
所
職
員
、
小
室
圭

〈
け
い
〉

さ
ん
（
２
５
才
）
の
婚

約
内
定
が
９
月
初
め
、
宮
内
庁

か
ら
正
式
発
表
さ
れ
た
。 

お
二
人
は
港
区
の
赤
坂
御

用
地
の
赤
坂
東
邸
で
記
者
会

見
さ
れ
た
。結
納
に
あ
た
る「
納

采
の
儀
」
な
ど
を
経
て
、
来
秋

に
も
結
婚
式
が
行
わ
れ
る
見
通

し
。
真
子
さ
ま
は
結
婚
後
、
皇

籍
を
離
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
皇
族
女
子
の
結
婚
は
戦
後

８
例
目
で
、
天
皇
、
皇
后
両
陛

下
の
孫
で
は
初
と
な
る
。 

真
子
さ
ま
は
会
見
前
、
小

室
さ
ん
を
初
め
て
両
陛
下
に
紹 

   

第１４９号 平成２９年１０月１日 

リハビリテーション 
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カトウビル３Ｆ 
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◆
編
集
委
員
会
よ
り 

「
あ
お
い
通
信
」
は
皆
様

か
ら
の
原
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。 

係
員
・
飯
島 

も
の
づ
く
り
の
重
要
性 

『
工
場
で
の
繰
り
返
し
作

業
を
な
る
べ
く
自
動
化
し
、

ロ
ボ
ッ
ト
も
使
い
た
い
。
社

員
は
人
間
に
し
か
出
来
な
い

高
度
な
仕
事
に
従
事
さ
せ
た

い
。
中
小
企
業
の
メ
ー
カ
ー

を
経
営
す
る
私
は
常
日
頃
、

社
員
の
労
働
生
産
性
を
た
か

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

国
内
に
拠
点
を
置
き
つ
つ

も
、
世
界
の
お
客
様
を
相
手

に
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
た

め
に
欠
か
せ
な
い
と
考
え
て

い
る
か
ら
だ
。
Ｉ
Ｔ
な
ど
の

新
技
術
を
導
入
す
れ
ば
収
益

向
上
に
つ
な
が
る
し
、
雇
用

も
増
え
る
だ
ろ
う
。
私
の
会 

社
は
、
工
場
で
切
削
、
研
削
、 

  
加
工
を
行
っ
て
い
る
。
「
技

能
員
」
と
呼
ば
れ
る
現
場
社

員
は
、
五
感
を
研
ぎ
澄
ま
さ

な
い
と
仕
事
に
な
ら
な
い
。

「
機
械
の
音
が
、
１
時
間
前

と
は
ど
こ
か
違
う
」
「
切
削

油
の
状
態
が
違
う
の
で
は
な

い
か
」
そ
ん
な
こ
と
を
敏
感

に
察
知
す
る
能
力
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
あ
る
程
度
の
経

験
が
必
要
で
あ
り
、
現
場
に

毎
日
い
な
い
と
五
感
は
養
え

な
い
。
人
間
に
し
か
出
来
な

い
専
門
性
の
高
い
仕
事
だ
。

そ
れ
ゆ
え
、
業
務
に
精
通
す

れ
ば
人
間
的
に
成
長
し
、
私

は
、
人
間
を
尊
重
し
た
経
営

を
実
践
す
る
上
で
、
こ
の
人

た
ち
存
在
が
不
可
欠
だ
と
考

え
て
い
る
。
今
後
は
、
こ
う

し
た
高
い
技
能
を
持
つ
労
働 

者
が
さ
ら
に
必
要
に
な
っ
て 

 
 

東 

西 
 

南 

北 

談 

話 

室 

和
や
か
な
家
庭
」
が
理
想
と

そ
れ
ぞ
れ
話
さ
れ
た
。 

真
子
さ
ま
が
小
室
さ
ん
を

初
め
て
紹
介
し
た
際
に
は
秋

篠
宮
ご
夫
妻
は
、
「
真
子
の

父
で
す
」
「
母
で
す
」
と
応

じ
ら
れ
、
「
多
少
の
緊
張
感

は
あ
り
な
が
ら
も
楽
し
く
和

や
か
に
会
話
し
た
」
と
い
う
。 

昭
和
天
皇
の
五
女
、
清
宮

（
す
が
の
み
や
）

さ
ま
、
島
津
貴
子

さ
ん
以
来
半
世
紀
を
経
て
皇

籍
を
離
れ
ら
れ
る
。 

会
見
で
の
真
子
さ
ま
は
ま

さ
に
、
ご
自
分
で
お
相
手
を

決
め
ら
れ
た
経
緯
を
語
ら
れ
、

誰
も
が
自
然
な
お
二
人
の
姿

を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

つ
つ
が
な
き
今
後
を
お
祈
り

し
た
い
。 

ヨ
ッ
チ
ャ
ン 

三
社
祭 

（
さ
ん
じ
ゃ
ま
つ
り
） 

毎
年
五
月
に
行

わ
れ
る
東
京
都
台
東

区
浅
草
の
浅
草
神
社

の
例
大
祭
で
あ
る
。

か
つ
て
は
観
音
祭
・

船
祭
・
示
現
会
に
分

か
れ
て
い
た
が
、
一

八
七
二
年
か
ら
五
月

十
七
・
十
八
日
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
現
在
は
五
月
第

三
週
の
金
・
土
・
日

曜
日
に
行
わ
れ
る
。

名
前
は
浅
草
神
社
の

旧
名
で
あ
る
三
社
大

権
現
社
ま
た
は
三
社

明
神
社
に
因
む
。 

      

、 
     

だ
っ
ぴ
ろ
い
は
山
王
様
（
山

王
祭
）
」
の
中
に
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。 

旧
幕
以
来
の
江
戸
文
化
の

中
心
で
あ
っ
た
神
田
と
も
、

隅
田
川
以
東
の
下
町
文
化
圏

と
も
浅
草
は
別
個
で
あ
る
が

巧
妙
に
両
者
の
イ
メ
ー
ジ
を

利
用
し
て
き
た
背
景
が
あ
る
。 

文
化
圏
に
つ
い
て
鈍
感
な
行

政
や
マ
ス
コ
ミ
の
影
響
も
あ

り
、
そ
の
中
心
部
は
土
地
持

ち
の
富
裕
層
が
多
か
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
下
町
イ
メ
ー
ジ

で
語
ら
れ
る
不
思
議
な
町「
浅

草
」
の
魔
力
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。 

祭
り
が
暴
力
団
の
資
金
源

に
な
っ
て
い
る
も
の
と
み
ら

れ
て
い
る
。
祭
り
に
は
全
身

の
刺
青
を
露
出
し
た
男
性
が

多
く
参
加
し
て
い
る
。
そ
し

て
暴
力
団
組
員
三
十
三
人
が 

９
月
の
報
告 

１
５
日
（
金
）
カ
ラ
オ
ケ 

「
バ
ン
バ
ン
」
に
て
。
１

０
名
の
参
加
。 

１
０
月
の
予
定 

２
０
日
（
金
）
カ
ラ
オ
ケ 

３
０
、
３
１
日
（
月
、
火
） 

１
泊
旅
行
。
大
洗
海
岸

「
か
ん
ぽ
の
宿
」
に
宿
泊
。

水
戸
偕
楽
園
、
明
太
パ
ー

ク
、
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
な
ど

を
見
学
し
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
、
担
当
ま
で
。 

 
 
 
 
 

（
事
務
局
長
） 

葵
通
信
―100

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 
 

あおい 通信 第 149号 

く
る
。
日
本
が
経
済
発
展
す

る
た
め
に
は
、
『
モ
ノ
づ
く

り
』
に
真
正
面
か
ら
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

国
家
発
展
の
礎
は
、
教
育
に

あ
り
、
ま
ず
は
子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
『
モ
ノ
づ
く
り
』
に

興
味
が
湧
く
よ
う
な
教
育
が

必
要
だ
と
思
う
。
そ
の
上
で
、

工
業
高
校
や
理
系
の
大
学
、

学
部
を
充
実
さ
せ
、
中
小
企

業
に
も
優
秀
な
人
材
が
回
っ

て
く
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
。』

 

地
方
の
中
規
模
メ
ー
カ
ー

の
社
長
の
言
葉
で
あ
る
。
世

界
で
通
用
す
る
企
業
が
育
ち
、

高
い
技
能
を
持
つ
人
も
多
く

輩
出
さ
れ
、
日
本
経
済
全
体

に
と
っ
て
明
る
い
未
来
が
見

え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。 

Ｋ
・
ド
ラ
ゴ
ン 
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夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

 

看
護
師
・
千
葉
え
り
子 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

師
・
千
葉
え
り
子 

びんざさら舞 



 

 

日
本
は
昭
和
十
六
年
十
二

月
に
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し

軍
国
時
代
に
。
中
学
生
だ
っ

た
私
は
、
米
軍
が
真
珠
湾
の

報
復
と
し
て
五
ヶ
月
後
の
十

七
年
四
月
十
八
日
に
東
京
初

空
襲
を
敢
行
し
た
そ
の
時
、

学
校
帰
り
に
米
軍
の
爆
撃
機

ノ
ー
ス
ア
メ
リ
カ
Ｂ
２
５
を

見
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
東

中
野
の
駅
近
く
の
ラ
ジ
オ
店

で
米
軍
が
病
院
や
学
校
を
爆

撃
し
た
事
を
知
り
、
あ
の
星

の
マ
ー
ク
の
爆
撃
機
を
〝
や

っ
つ
け
て
や
ろ
う
〟
と
誓
い
、

海
軍
の
甲
種
予
科
練
を
志
願

し
ま
し
た
。
十
八
年
の
学
徒

出
陣
よ
り
十
日
早
く
、
土
浦 

る
の
か
と
軍
部
に
怒
り
を
感 

じ
た
。 

私
た
ち
は
次
に
山
形
県
の

神
町
航
空
隊
に
移
動
し
、
本

土
決
戦
の
た
め
、
松
島
湾
や

日
本
海
の
酒
田
に
、
練
習
機

に
爆
弾
を
抱
い
て
出
撃
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
十

五
日
に
終
戦
と
な
る
。 

思
い
返
す
と
、
五
月
に
ド

イ
ツ
が
降
伏
し
た
の
に
、
三

国
同
盟
を
結
ん
で
い
た
日
本

も
降
伏
す
れ
ば
沖
縄
の
悲
劇

や
大
勢
の
尊
い
命
が
一
瞬
に

失
わ
れ
る
事
も
な
か
っ
た
と

私
は
思
う
。
現
在
色
々
あ
る

け
ど
、
戦
争
は
国
を
亡
ぼ
す

ば
か
り
で
す
。 

私
の
戦
争
体
験 島田

暎
一 

   

パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
が
開
か
ず
落

下
し
て
行
く
痛
ま
し
い
光
景

を
見
て
、
こ
れ
が
実
践
な
の

だ
と
実
感
し
た
。 

次
の
岩
国
基
地
へ
移
動
し

て
か
ら
大
型
の
Ｂ
２
９
が
や

っ
て
来
て
、
近
く
の
徳
山
の

燃
料
廠
が
爆
撃
さ
れ
、
大
勢

の
死
者
が
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば

れ
る
の
を
見
て
し
ま
っ
た
。 

次
に
霞
ケ
浦
で
特
攻
訓
練

を
受
け
る
の
で
移
動
し
た
が
、

あ
る
朝
避
難
し
た
隧
道
で
グ

ラ
マ
ン
に
小
型
爆
弾
を
落
と

さ
れ
生
き
埋
め
と
な
り
、
助

け
出
さ
れ
た
が
、
外
で
二
十

名
近
い
同
期
生
が
機
銃
掃
射

で
倒
れ
血
の
海
に
な
っ
て
い

た
。
そ
の
他
、
東
京
が
Ｂ
２

９
の
空
襲
で
真
赤
に
焼
け
て

い
る
の
を
見
て
い
て
、
こ
ん

な
に
な
る
ま
で
戦
争
を
続
け 

広
場
の
南
端
に
あ
る
が
、
普 

段
は
柵
越
し
、
も
し
く

は
皇
居
東
御
苑
側
か
ら

し
か
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
層
塔
（
そ
う
と
う
）
型
、 

 
江
戸
城
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

 
 
 

絹
田
治
夫 

③
レ
ッ
グ
プ
レ
ス
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
／
リ
ハ
ブ 

★
効
果
：
日
常

生
活
で
体
重
を

支
え
る
動
作
、

立
上
る
・
座

る
・
歩
く
・
し

ゃ
が
む
階
段
昇

降
な
ど
が
脚
の

後
側
楽
の
ハ
ム

ス
ト
リ
ン
グ
や 

ヒ
ラ
メ
筋
等
を
鍛
え
る
こ
と
で
楽
に
な
る
。 

★
使
い
方
：
膝
の
角
度
・
腿
と
体
の
角
度

を
直
角
に
な
る
様
に
深
く
腰
掛
け
爪
先
を

開
き
加
減
に
フ
ッ
ト
パ
ッ
ト
に
乗
せ
、
片

足
ず
つ
①
②
と
同
じ
リ
ズ
ム
で
、
足
裏
全

体
で
ゆ
っ
く
り
押
す
。 

 

④
ニ
ュ
ー
ス
テ
ッ
プ 

★
使
い
方
：
シ
ー

ト
の
位
置
と
ア
ー

ム
の
長
さ
負
荷
を

調
整
し
、
体
幹
が

左
右
交
互
に
捩
じ

れ
る
位
ま
で
ゆ
っ

く
り
と
作
動
す
る
。 

★
効
果
：
米
国
で
高
齢
者
の
循
環
器
系
リ

ハ
ビ
リ
用
に
開
発
さ
れ
ⓐ
前
腕
筋
群
ⓑ
上

腕
二
頭
筋
ⓒ
上
腕
三
頭
筋
ⓓ
大
胸
筋
ⓔ
広

背
筋
・
僧
帽
筋
・
三
角
筋
・
大
円
筋
・
菱

形
筋
ⓕ
大
殿
筋
ⓖ
大
腿
四
頭
筋
ⓗ
大
腿
二

頭
筋
ⓘ
腓
腹
筋
・
ヒ
ラ
メ
筋
等
を
鍛
え
ら

れ
る
。 

①
レ
ッ
グ
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
／ 

 

レ
ッ
グ
カ
ー
ル
リ
ハ
ブ 

          ★
効
果
：
膝
の
安
定
と
痛
み
の
改
善
。
階

段
の
昇
降
が
楽
に
な
り
、
歩
行
も
安
定
。 

★
使
い
方
：
深
く
腰
掛
け
、
フ
ッ
ト
パ
ッ

ト
を
足
首
が
自
由
に
動
か
せ
る
位
置
に
し

て
片
足
ず
つ
１
・
２
・
３
・
４
で
伸
ば
し
、

５
・
６
・
７
・
８
で
曲
げ
戻
す
。 

 

②
ア
ダ
ク
シ
ョ
ン
／
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン

リ
ハ
ブ 

           ★
効
果
：
骨
盤
の
安
定
・
転
倒
予
防
。
片

足
立
ち
の
ふ
ら
つ
き
、
跨
ぎ
動
作
の
改
善

等
。 

★
使
い
方
：
息
を
絶
対
止
め
ず
、
①
と
同

様
１
～
４
で
足
を
開
き
、
５
～
８
で
戻
す
。

開
く
、
閉
じ
る
に
反
動
を
つ
け
ず
、
急
に

力
を
抜
く
と
股
関
節
を
痛
め
る
の
で
注
意
。 

 

皆
さ
ん 

こ
ん
に
ち
は 

僕
達
は
葵
の
開
所
以
来
、
窓
際

に
陣
取
っ
て
い
る
ド
イ
ツ
Ｈ
Ｕ
Ｒ
社
生
ま
れ
の
リ
ハ
ビ
リ

マ
シ
ー
ン
４
兄
弟
で
す
。
あ
お
い
通
信
１
４
７
号
で
は
皆

さ
ん
か
ら
感
謝
状
を
頂
戴
し
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
号
で
は
僕
達
の
効
果
と
使
い
方
を
説
明
し
ま
す
。 

僕も忘れないで 

 

１
４
８
号
よ
り
つ
づ
き 

同
心
番
所 

同
心
番
所
に
は
同
心
が
詰

め
て
、
主
に
登
城
す
る
大
名

の
供
の
監
視
に
当
っ
て
い
た
。

こ
こ
を
駕
籠
や
馬
に
乗
っ
た

ま
ま
通
る
こ
と
が
出
来
る
の

は
、
尾
張
、
紀
伊
、
水
戸
の

御
三
家
だ
け
で
、
そ
れ
以
外

の
大
名
は
駕
籠
や
馬
か
ら
降

ろ
さ
れ
、
検
問
を
う
け
た
。 

大
番
所 

大
番
所
は
本
丸
の
入
口
で

あ
る
中
（
な
か
）
の
門
の
内

側
に
設
け
ら
れ
、
本
丸
へ
の

最
後
の
固
め
と
し
て
他
の
番

所
よ
り
も
位
の
高
い
与
力
・

同
心
が
警
備
し
た
。
こ
こ
か 

総
塗
籠
、
出
窓
付
の
三
重
櫓

で
、
ど
こ
か
ら
見
て
も
同
じ

よ
う
に
優
美
な
姿
を
見
せ
る

の
で
「
八
方
正
面
の
櫓
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
だ
。 

海
軍
航
空
隊
に
入
隊
し
、
一 

年
二
ヶ
月
の
基
礎
教
育
を
八

ヶ
月
で
卒
業
し
た
。 

十
九
年
八
月
、
九
州
の
富

高
基
地
で
飛
行
機
操
縦
訓
練

を
終
了
間
際
に
、
米
軍
の
機

動
部
隊
が
沖
縄
に
接
近
し
て

空
母
か
ら
艦
載
機
グ
ラ
マ
ン

Ｆ
六
Ｆ
が
基
地
を
攻
撃
し
て

来
た
。
私
た
ち
は
岩
国
基
地

に
移
動
す
る
こ
と
に
な
り
二

十
年
三
月
十
六
日
朝
、
富
高

駅
の
ホ
ー
ム
で
列
車
を
待
っ

て
い
た
時
、
基
地
の
味
方
の

戦
闘
機
が
迎
撃
に
飛
び
上
が

っ
た
が
高
度
が
と
れ
な
い
う

ち
に
、
山
間
に
隠
れ
て
い
た

グ
ラ
マ
ン
に
機
銃
射
で
撃
ち

撃
墜
さ
れ
、
も
う
一
機
の
ゼ

ロ
戦
は
尾
部
を
撃
た
れ
吹
き

飛
ば
さ
れ
、
操
縦
員
は
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
で
飛
出
し
た
が
、 

ら
は
大
名
や
旗
本
で
あ
っ
て 

も
乗
り
物
か
ら
降
り
て
歩
い

て
登
城
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。 

百
人
番
所 

三
の
丸
尚
蔵
館
を
抜
け
る

と
、
長
さ
５
０
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
百
人
番
所
の
建
物
が

目
に
入
っ
て
来
る
。
百
人
番

所
は
、
二
の
丸
か
ら
本
丸
に

入
る
要
所
を
固
め
る
最
大
の

検
問
所
。 

鉄
砲
百
人
組
と
呼
ば
れ
た

根
来
組
、
伊
賀
組
、
甲
賀
組
、

二
十
五
騎
馬
組
の
四
つ
の
組

が
詰
め
、
各
組
と
も
与
力
２

０
人
、
同
心
１
０
０
人
が
昼

夜
交
代
で
警
固
に
当
っ
た
。 

富
士
見
櫓 

富
士
見
櫓
は
江
戸
城
本
丸

の
建
物
の
中
で
現
在
す
る
貴

重
な
遺
構
で
す
、
本
丸
跡
の 

 

        

エ
ア
ロ
バ
イ
ク 

♪ 操作や負荷のかけ方など分からない時は、スタッフに聞いてください ♪ 

 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 
 

昨
年(

平
成
二
十
一
年)

十
二
月
の
誕
生
日
に
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
葵
で
バ
ー
ス

デ
イ
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
さ
や
え
ん
ど
う
の
種
と

小
鉢
を
頂
き
ま
し
た
。 

丁
度
、
寒
い
時
期
で
し

た
の
で
、
今
年
二
月
の
末

頃
に
種
を
二
日
間
水
に
漬

け
て
か
ら
、
鉢
に
埋
め
ま

し
た
。
数
日
後
芽
が
出
た

か
な
と
覗
い
て
み
た
ら
、 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

 

同心番所 

百人番所 

大番所 

富士見櫓 


